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通知法の検査の流れ（簡略版）
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スクリーニング検査：ELISA法

検査特性の異なる2種類のキットで検査

どちらか一方でタンパク質濃度が
10μg/g以上検出された場合 両方の検査で

10μg/g未満を示した場合

製造記録の確認

特定原材料使用の記載があるか確認

記載あり

表示義務あり

記載なし

陽性 陰性

表示義務あり 表示義務なし

表示義務なし

自主検査：イムノクロマト法

中間製品の抜き取り検査
ライン検査

ウエスタンブロット法：卵、牛乳
PCR法（リアルタイムPCR法、PCR-核酸クロマト法含む）：
小麦、そば、落花生、えび、かに、くるみ

確認検査



ＦＡＳＴＫＩＴシリーズ
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FASTKITエライザVer.Ⅲシリーズ FASTKITスリムシリーズ

ELISA法 イムノクロマト法

色の強度を専用機械で
数値化

高精度に定量化
食品検査に最適

陽性

陰性

15分で検査

簡易・迅速
食品検査・洗浄確認が可能

消費者庁
ガイドライン準拠

【検出下限】 ：食品検査時：5ppm
拭き取り検査時：0.025ppm

（25ng/ml)

【検出下限】：1ppm



ふき取り箇所の活用～アレルゲンマップ～
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「食品の製造工程における食物アレルギー対策ガイドブック」

ヒトや物の流れ（動線）も記入することで、混入の拡散ルートを推測

アレルゲンマップを掲示 製造担当者への
意識付け


